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令和５年６月　下方道路へ流出した土砂・流木令和５年６月　下方道路へ流出した土砂・流木

令和５年６月　渓間工着手前の様子令和５年６月　渓間工着手前の様子

令和５年６月　災害発生直後の渓流の様子令和５年６月　災害発生直後の渓流の様子

令和７年９月　渓間工完了後の様子令和７年９月　渓間工完了後の様子

　令和５年６月３日、伊那市場広山地区において最大24時間雨量160.0mm、最大時間雨量
28.0㎜を観測する豪雨災害が発生しました。
　この豪雨により土石流が発生し、下方の市道及び水道施設へ土砂が流出する被害が発生しま
した。
　渓流内には土砂や倒木が堆積しており次回の降雨等により再度被害を与える恐れがあったた
め、災害発生直後から災害関連緊急治山事業による渓間工（谷止工）を施工し、荒廃渓流の復旧
整備を行いました。 長野の林業

フルカラー版
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治
山
事
業
の
取
組
に
つ
い
て

治
山
事
業
の
取
組
に
つ
い
て

　

長
野
県
は
急
峻
な
地
形
と
脆
弱
な
地
質
条
件
か
ら
山
地
災
害
が
発
生
し
や
す
く
、

治
山
事
業
に
よ
る
県
土
保
全
を
進
め
て
い
ま
す
。

災
害
復
旧
の
取
組
に
つ
い
て

災
害
復
旧
の
取
組
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
は
、
４
月
、
６
月
、
８
月
の
豪
雨
を
主
な
要
因
と
し
て
、
県
内
で
延

べ
28
件
の
山
地
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
災
害
発
生
直
後
か
ら
、
特
に
被
害
規
模
が
大
き
く
緊
急
性
の
高
い
箇
所

に
つ
い
て
、
災
害
関
連
緊
急
治
山
事
業
を
活
用
し
、
早
期
の
復
旧
整
備
に
着
手
す
る

な
ど
、
災
害
復
旧
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

写
真
は
松
本
市
黒
川
地
区
に
お
い
て
令
和
６
年
４
月
豪
雨
に
よ
り
土
石
流
が
発
生

し
、市
道
に
土
砂
が
流
出
し
た
箇
所
の
復
旧
状
況
で
す
。（
令
和
７
年
12
月
し
ゅ
ん
工
）

　

令
和
７
年
度
に
発
生
し
た
災
害
に
つ
い
て
も
、関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

復
旧
が
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

木
材
利
用
の
推
進
に
つ
い
て

木
材
利
用
の
推
進
に
つ
い
て

　

長
野
県
で
は
、
森
林
資
源
の
有
効
活
用
と
県
産
材
の
需
要
拡
大
を
図
る
た
め
、
治

山
事
業
に
お
け
る
木
材
利
用
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
木
材
は
腐
朽
し
や
す
い

こ
と
が
課
題
で
し
た
が
、
近
年
は
防
腐
処
理
を
施
し
た
高
耐
久
性
木
材
の
活
用
が
進

み
、
治
山
施
設
へ
の
利
用
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
高
耐
久
性
木
材
を
用
い
た
土
留
工
や
床
固
工
が
施
工
さ
れ
て
お
り
、

必
要
な
強
度
や
耐
久
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
周
辺
の
自
然
景
観
と
の
調
和
に
も
配
慮

し
た
施
設
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
産
材
の
利
用
は
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、地
域
の
林
業
・

木
材
産
業
の
振
興
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
今
後
も
木
材
の
特
性
を
生
か
し
た
治
山
施

設
の
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

市道の被災状況（R6.4）市道の被災状況（R6.4）

木製土留工（喬木村寺の前）木製土留工（喬木村寺の前）

対策工事（ワイヤーネット）完了状況対策工事（ワイヤーネット）完了状況

木製枠工（南木曽町袖ヶ沢）木製枠工（南木曽町袖ヶ沢）

【
森
林
づ
く
り
推
進
課
】

【
森
林
づ
く
り
推
進
課
】
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林
道
事
業
災
害
復
旧
に
つ
い
て

林
道
事
業
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　

林
道
災
害
は
令
和
５
年
に
発
生
し
た
40
箇
所
以
降
、
令
和
６
年
か
ら
７
年
は

年
間
５
箇
所
程
度
の
件
数
が
発
生
、
近
年
は
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

毎
年
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　　

県
や
関
係
市
町
村
で
は
、
そ
の
後
速
や
か
に
復
旧
整
備
に
着
手
し
、
災
害
復

旧
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

林
道
災
害
復
旧
の
取
組
に
つ
い
て

林
道
災
害
復
旧
の
取
組
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
の
７
〜
９
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
発
生
し
た
林
道
災
害
は
上
伊

那
、
木
曽
管
内
の
４
路
線
５
箇
所
に
つ
い
て
関
係
市
町
村
が
林
道
施
設
災
害
復

旧
事
業
に
よ
り
復
旧
工
事
に
取
り
組
み
、
令
和
８
年
７
月
末
現
在
で
４
箇
所
が

復
旧
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

右
下
の
写
真
は
上
伊
那
郡
箕
輪
町
の
林
道
で
、
路
肩
決
壊
の
復
旧
工
事
が
行

わ
れ
令
和
８
年
に
完
了
し
ま
し
た
。　

　

左
下
の
写
真
は
令
和
５
年
に
発
生
し
た
天
龍
村
の
３
路
線
６
箇
所
の
林
道
災

害
に
つ
い
て
も
令
和
７
年
度
内
に
復
旧
が
完
了
し
、
令
和
５
年
災
は
全
て
完
了

と
な
り
ま
し
た
。

　

関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、着
実
に
災
害
復
旧
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
８
年
度
も
、
県
内
各
地
域
の
林
道
で
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、

関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
災
害
査
定
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

災害発生時（令和７年８月）撮影災害発生時（令和７年８月）撮影災害発生時（令和５年６月）撮影災害発生時（令和５年６月）撮影

復旧後（令和８年８月）撮影復旧後（令和８年８月）撮影復旧後（令和８年２月）撮影復旧後（令和８年２月）撮影

【
信
州
の
木
活
用
課
】

【
信
州
の
木
活
用
課
】
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トピックス

︻
⽊
曽
⾕・伊
那
⾕
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
︼

︻
⽊
曽
⾕・伊
那
⾕
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
︼

 

全
国
カ
ラ
マ
ツ
サ
ミ
ッ
ト

全
国
カ
ラ
マ
ツ
サ
ミ
ッ
ト 

〜
カ
ラ
マ
ツ
の
故
郷
信
州
発

〜
カ
ラ
マ
ツ
の
故
郷
信
州
発

 
そ
の
歩
み
と
展
望
を
全
国
へ
〜

 
そ
の
歩
み
と
展
望
を
全
国
へ
〜 

を
開
催
し
ま
す

を
開
催
し
ま
す

︵
令
和
８
年
度
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
︶

︵
令
和
８
年
度
森
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
︶

　

カ
ラ
マ
ツ
は
長
野
県
を
代
表
す
る
樹
種
で
あ
り
、
長
野
県
で
採
種
さ
れ
た
種
子
は

北
海
道
や
東
北
を
は
じ
め
全
国
に
拡
が
り
、
各
地
の
カ
ラ
マ
ツ
人
工
林
を
形
成
し
て

き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
長
年
の
研
究
や
現
場
で
の
実
践
に
よ
り
、
製
材
は
も
と
よ

り
合
板
や
集
成
材
な
ど
に
用
途
が
拡
大
し
、
中
高
層
木
造
建
築
物
に
も
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
カ
ラ
マ
ツ
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
持
続
的
な
資
源
利

用
と
今
後
の
展
望
を
全
国
の
関
係
者
と
共
有
す
る
た
め
、「
全
国
カ
ラ
マ
ツ
サ
ミ
ッ

ト
〜
カ
ラ
マ
ツ
の
故
郷
信
州
発
そ
の
歩
み
と
展
望
を
全
国
へ
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
ノ
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
素
材
流
通
協
同
組
合
の
鈴
木
理
事
長
に
よ
る

基
調
講
演
「
信
州
か
ら
全
国
に
広
が
っ
た
カ
ラ
マ
ツ
の
今
ま
で
と
今
後
の
展
望
」
の

ほ
か
、
北
海
道
山
林
種
苗
協
同
組
合
の
竹
内
理
事
長
に
よ
る
事
例
報
告
、
県
内
関
係

者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
2
日
目
に
は
県
内
の
カ
ラ
マ
ツ
等
の
木
材
利
活
用
の
取
組
の
現
地
視
察
を

実
施
し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
事
前
に
お
申
し
込
み
の

う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

詳
細
は
コ
チ
ラ
←

(

⻑
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ)

10
⽉
26
⽇︵
⽉
︶17
時
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

参
加
申
込
は
コ
チ
ラ
←

外
来
生
物
法
に
基
づ
く
「
特
定
外
来
生
物
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ

カ
ミ
キ
リ
が
長
野
県
内
で
初
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は
、

幼
虫
が
サ
ク
ラ
、
ウ
メ
、
モ
モ
、
ス
モ
モ
等
の
バ
ラ
科
樹
木
の
樹
幹
内
部
に
入
り
込

ん
で
内
部
を
食
い
荒
ら
し
、
樹
木
を
衰
弱
又
は
枯
死
さ
せ
て
し
ま
う
害
虫
で
す
。

・
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
と
思
わ
れ
る
個
体
や
フ
ラ
ス
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
各

地
域
振
興
局
ま
た
は
発
見
場
所
の
市
町
村
の
外
来
生
物
担
当
課
へ
情
報
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
を
探
す
手
が
か
り
は
、
成
虫
ま
た
は
フ
ラ
ス
で
す
。

・
成
虫
を
発
見
し
た
場
合
は
発
見
次
第
、
殺
虫
剤
の
使
用
や
踏
み
つ
け
な
ど
に
よ
り
、

そ
の
場
で
駆
除
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
際
は
、
可
能
な
範
囲
で
写
真
を
撮
る
等
し
て
、
発
見
日
時
、
発
見
場
所
、
発

見
時
の
周
り
の
状
況
等
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は
、
外
来
生
物
法
に
よ
り
、
生
き
た
状
態
で
持
ち
運
ぶ

　

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
【
信
州
の
木
活
用
課
】

︻
成
⾍
の
特
徴
︼

・
ツ
ヤ
の
あ
る
⿊
⾊

・
ク
ビ
の
部
分
が
⾚
い

・
体
⻑
2.5
〜
４
㎝

︻
発
⾒
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
︼

◇
フ
ラ
ス︵
⽊
く
ず
と
⾍
の

ふ
ん
が
混
ざ
っ
た
も
の
︶が

幹
︑
枝
︑
根
本
に
あ
る

 
フ
ラ
ス
の
特
徴

 
・
⾊
は
明
る
い
茶
⾊

 
・
か
り
ん
と
う
の
よ
う
な

 
 
形
状

 
・
薄
い
⽊
く
ず
⽚
を
多
く

 
 
含
む

【
森
林
づ
く
り
推
進
課
】

【
森
林
づ
く
り
推
進
課
】
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地域の話題

上
伊
那
郡
の
南
部
は
「
伊
南
地
域
」
と
呼
ば
れ
、比
較
的
温
暖
で
降
水
量
が
あ
り
、

か
つ
「
水
は
け
」
の
よ
い
土
地
を
好
む
ヒ
ノ
キ
の
生
育
に
適
し
た
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

飯
島
町
も
そ
の
１
つ
で
、
先
人
に
よ
る
間
伐
、
枝
打
ち
等
の
施
業
に
よ
り
育
成
さ

れ
た
美
し
い
ヒ
ノ
キ
人
工
林
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
で
は
こ
れ
ら
森
林
資
源

の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
令
和
６
年
度
に
町
有
林
1
・
4
4
h
a（
約
70
年
生
）を

皆
伐
し
、
令
和
７
年
度
に
は
地
拵
え
、
植
栽（
ヒ
ノ
キ
4
，
5
0
0
本
）、
シ
カ
食
害

対
策
の
た
め
の
獣
害
防
止
柵（
約
6
0
0
m
）の
設
置
を
実
施
し
ま
し
た
。
植
栽
作
業

の
一
部
は
、
林
業
体
験
と
し
て
地
元
小
学
生
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
獣
害
防
止
柵
の

設
置
後
、
周
辺
の
木
の
倒
伏
等
に
よ
り
柵
の
一
部
が
破
損
し
、
植
栽
地
に
シ
カ
が
侵

入
す
る
こ
と
が
あ
り
、
ネ
ッ
ト
の
維
持
管
理
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

伐
採
で
生
産
さ
れ
た
材
の
一
部
は
、
令
和
８
年
に
竣
工
し
た
町
の
子
ど
も
の
第
三

の
居
場
所「
い
い
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
」の
土
台
材
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
し
た
。「
い
い
ち
ゃ

ん
ハ
ウ
ス
」
は
約
3
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
木
造
平
屋
建
て
で
す
。
生
き
づ
ら
さ
や

悩
み
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
の
自
宅
や
学
校
以
外
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
と
し

て
、
ま
た
学
童
ク
ラ
ブ
も
兼
ね
備
え
た
町
内
初
の
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

飯
島
町
は
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
一
層
進
め
る
た
め
、
林
業
事
業
体
と
連
携

し
て
主
伐
再
造
林
の
適
地
を
選
定
し
な
が
ら
取
組
を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局
で
は
、
地
域
の
木
材
を
地
域
で
使
う
仕
組
み
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
民
間
事
業
者
と
共
同
で
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

キ
ッ
ト
を
活
用
し
、
中
信
地
域
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
木
工
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
7
月
26
日（
日
）に
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
大
町
・

松
川
地
区
で
開
催
さ
れ
た
森
林
税
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
「
信
州 

山
の
日
・
木
工
体
験
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
と
バ
タ
ー
ナ
イ
フ
・

ミ
ニ
へ
ら
作
り
を
実
施
し
ま
し
た
。
材
料
に
は
、
北

ア
ル
プ
ス
管
内
で
伐
採
・
製
材
・
乾
燥
さ
れ
た
木
材

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
倒
木
被
害
を
受
け
た
コ
ナ
ラ

や
ク
リ
、
キ
ハ
ダ
、
サ
ク
ラ
、
ブ
ナ
な
ど
の
広
葉
樹

を
製
材
し
、
稲
の
育
苗
を
終
え
た
閑
散
期
の
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
、
ひ
と
夏
か
け
て
乾
燥
さ
せ
た

も
の
で
す
。

体
験
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
絵
付
け
を
し
て
、
木

材
を
紙
や
す
り
で
磨
き
上
げ
、
蜜
蝋
ワ
ッ
ク
ス
で
仕

上
げ
ま
す
。工
程
は
シ
ン
プ
ル
で
す
が
、「
木
を
磨
く
」

こ
と
に
夢
中
に
な
る
方
が
多
く
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
黙
々
と
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

当
日
は
約
80
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
作
業
の
合
間
に
は
樹
種
ご
と
の
特
徴
や
地
域
産

木
材
の
利
用
に
つ
い
て
紹
介
し
、「
木
に
よ
っ
て
色

や
手
触
り
が
違
う
こ
と
に
驚
い
た
」「
地
元
の
木
で

も
の
づ
く
り
が
で
き
て
う
れ
し
い
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
木
工
体
験
を
通
じ
て
、
地
域
の
森
林

や
木
材
利
用
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

主
伐
再
造
林
と
地
域
材
有
効
活
用
の

取
組
み（
飯
島
町
）

「
地
域
の
木
材
で

　

木
工
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催

上伊那地域上伊那地域

北アルプス地域北アルプス地域

【
上
伊
那
地
域
振
興
局
林
務
課
】

【
上
伊
那
地
域
振
興
局
林
務
課
】

【
北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局
林
務
課
】

【
北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局
林
務
課
】 コースター作りコースター作り バターナイフ作りバターナイフ作り

 伐採前の林層 伐採前の林層

 施工後の状況 施工後の状況

いいちゃんハウスいいちゃんハウス



長野の林業　No.407　2026. ９　■ 6 ■

トピックス

  
目
指
せ
合
格
！

目
指
せ
合
格
！

　
「
林
業
技
能
検
定
」対
策
研
修
会
を
初
開
催

　
「
林
業
技
能
検
定
」対
策
研
修
会
を
初
開
催

「
林
業
技
能
検
定
」
の
新
設　

令
和
６
年
度
、
厚
生
労
働
省
は
職
種

に
必
要
な
知
識
や
技
能
を
評
価
・
認
定

す
る
技
能
検
定
に
「
林
業
分
野
」
を
新

た
に
追
加
し
、
資
格
認
定
試
験
「
林
業

技
能
検
定
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

林
業
技
能
検
定
は
、
自
ら
の
技
能
レ

ベ
ル
を
客
観
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
、

安
全
性
や
作
業
効
率
の
向
上
に
つ
な
が

る
ほ
か
、
現
場
で
の
指
導
的
立
場
や

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
も
活
用
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
は
、「
緑
の
雇
用
」
Ｆ
Ｗ
研

修
の
経
営
体
要
件
と
し
て
資
格
取
得
者

の
配
置
が
令
和
13
年
度
か
ら
求
め
ら
れ

る
こ
と
や
、外
国
人
技
能
実
習
生
の「
技

能
実
習
指
導
員
」
要
件
と
な
る
な
ど
、

県
と
し
て
も
持
続
可
能
な
林
業
経
営
を

支
え
る
人
材
の
育
成
に
向
け
て
、
林
業

技
能
検
定
の
取
得
を
推
進
し
て
い
ま

す
。「

林
業
技
能
検
定
」

　
　
　

対
策
研
修
会
の
開
催

令
和
８
年
７
月
29
日
・
30
日
に
長
野

県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
、
林
業
技

能
検
定
１
級
・
２
級
の
受
検
予
定
者
を

対
象
と
し
た
対
策
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

当
日
は
講
師
に（
一
社
）林
業
技
能
教

育
研
究
所
の
飛
田
京
子
所
長
を
お
招
き

し
、
県
内
各
地
の
森
林
組
合
・
林
業
事

業
体
を
主
に
、
林
業
事
業
体
の
指
導
を

担
う
方
や
林
業
関
係
団
体
、
林
業
大
学

校
な
ど
か
ら
約
50
名
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

研
修
１
日
目
の
午
前
は
、
林
業
技
能

検
定
の
全
体
概
要
や
、
受
検
す
る
意
義

の
説
明
か
ら
は
じ
ま
り
、
学
科
試
験
と

実
技
試
験
の
判
断
等
試
験
に
お
け
る
問

題
・
選
択
肢
の
読
み
解
き
方
、
試
験
の

出
題
傾
向
、Ｃ
Ｂ
Ｔ
試
験
の
対
策
方
法
、

自
己
学
習
に
向
け
た
効
率
的
な
学
習
方

法
に
つ
い
て
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
１
日
目
の
午
後
か
ら
は
、
実

技
試
験
の
製
作
等
作
業
試
験
に
お
け
る

安
全
や
精
度
の
評
価
項
目
、
試
験
の
流

れ
を
説
明
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
参
加

者
が
持
参
し
た
作
業
用
具
や
安
全
装
備

に
つ
い
て
、
試
験
で
示
さ
れ
る
仕
様
や

規
格
を
満
た
し
て
い
る
か
全
員
で
確
認

し
ま
し
た
。
試
験
本
番
前
に
自
身
の
用

具
・
装
備
の
状
態
や
適
合
性
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
ほ
か
、
確
認
作
業
を

通
じ
て
参
加
者
同
士
で
情
報
の
交
換
や

交
流
も
図
ら
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
実
技
試
験
・
製
作
等
作

業
試
験
の
対
策
と
し
て
、
実
際
の
試
験

環
境
を
再
現
し
、
参
加
者
か
ら
代
表
で

４
名（
各
級
２
人
）に
課
題
作
成
の
試
技

を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ら
を
見
学

し
な
が
ら
、
試
験
課
題
の
計
測
方
法
、

評
価
項
目
の
解
説
、
試
験
で
気
を
つ
け

る
べ
き
留
意
点
や
改
善
点
を
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
解
説
や
指
導
を
踏
ま
え
、

希
望
す
る
多
く
の
参
加
者
に
製
作
等
作

業
試
験
の
課
題
作
成
を
体
験
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
自
ら
積
極
的
に
検
査
員
役
や

計
測
役
を
担
い
、
参
加
者
同
士
で
ア
ド

バ
イ
ス
や
減
点
箇
所
を
確
認
し
あ
っ
た

り
、
互
い
に
気
付
き
を
共
有
し
、
技
能

を
高
め
合
う
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

さ
い
ご
に

次
年
度
も
研
修
会
を
開
催
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
技
能
の
向
上
や
資
格
取

得
を
目
指
す
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
信
州
の
木
活
用
課
】

【
信
州
の
木
活
用
課
】
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＜競技例＞＜競技例＞
丸太合わせ輪切り競技丸太合わせ輪切り競技
　上向き・下向きに傾けて設置　上向き・下向きに傾けて設置
　した２本の丸太を正確に垂直　した２本の丸太を正確に垂直
　に輪切りにする技術を競う　に輪切りにする技術を競う

伐倒競技(簡易方式)伐倒競技(簡易方式)
　定められた方向に正確に伐倒　定められた方向に正確に伐倒
　する技術を競う　する技術を競う

林業大学校学生林業大学校学生
選手の特集動画選手の特集動画

競技会の詳細競技会の詳細

開　催　10/17（土）開　催　10/17（土）
　　　　林業大学校グラウンド　　　　林業大学校グラウンド
事務局　信州の木活用課事務局　信州の木活用課

　

チ
ェ
ン
ソ
ー
の
安
全
か
つ
正
確
な
操
作
技
術
を
競
う
「
信
州
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
シ
ッ
プ
2
0
2
6（
主
催
：
信
州
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
実
行
委
員
会
）」
を

開
催
し
ま
す
。

本
大
会
は
、
競
技
を
通
じ
て
林
業
就
業
者
の
安
全
意
識
と
伐
木
技
術
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
林
業
就
業
者
同
士
の
交
流
促
進
や
、
林
業
の
魅
力
発
信
、
新
た
な
担

い
手
の
確
保
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

競
技
で
は
、
伐
倒
方
向
の
精
度
や
受
け
口
・
追
い
口
の
仕
上
が
り
な
ど
が
得
点
と

し
て
評
価
さ
れ
ま
す
。
わ
ず
か
数
ミ
リ
、
数
度
の
違
い
が
順
位
を
左
右
す
る
た
め
、

選
手
た
ち
は
日
頃
磨
い
て
き
た
技
術
を
競
い
合
い
ま
す
。
同
時
に
競
技
に
お
い
て
は

危
険
な
動
作
は
大
き
な
減
点
対
象
と
な
り
、「
安
全
に
作
業
す
る
こ
と
」
が
高
得
点

に
つ
な
が
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

7
月
16
日
に
は
、
大
会
に
向
け
た
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

県
内
各
地
か
ら
選
手
や
運
営
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り
、
競
技
ル
ー
ル
や
採
点
基
準
の
確

認
、
実
技
講
習
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
競
技
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
安
全
な
伐
木
作
業
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
再
確
認
し
、
本
番
へ
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

伐
木
作
業
に
お
け
る
高
い
技
術
と
安
全
作
業
へ
の
意
識
が
融
合
し
た
迫
力
あ
る

競
技
は
、
林
業
関
係
者
だ
け
で
な
く
多
く
の
方
に
も
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。
林
業
の

「
か
っ
こ
よ
さ
」
や
「
奥
深
さ
」
を
間
近
で
感
じ
ら
れ
る
機
会
で
す
。

ぜ
ひ
10
月
17
日
開
催
の
信
州
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
2
0
2
6
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
選
手
た
ち
の
真
剣
勝
負
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

【
木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
メ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

信
州
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
２
０
２
６
を
開
催
し
ま
す

　

正
会
員

レ
イ
ン
ボ
ー
薬
品
㈱

㈱
ア
グ
ロ
信
州

サ
ン
ケ
イ
化
学
㈱

住
友
化
学
㈱

大
同
商
事
㈱

保
土
谷
ア
グ
ロ
テ
ッ
ク
㈱

丸
善
薬
品
産
業
㈱

㈱
ニ
ッ
ソ
ー
グ
リ
ー
ン

日
本
曹
達
㈱

　

賛
助
会
員

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会

（
一
社
）長
野
県
林
業
普
及
協
会

（
一
財
）日
本
森
林
林
業
振
興
会

長
野
支
部

ア
キ
レ
ス
㈱

当協会は、林業薬剤の安全かつ適正な使用方法の普及を図り、
病虫獣害から森林を守ることを目的として活動しております。
○県・市町村等で開催する林業薬剤の講習会への講師の依頼。
○庭の先祖代々の松を守りたい。どんな林業薬剤を使用すればいいの？ など

―林業薬剤に関するご相談はこちらまでー

長野県林業薬剤防除協会
長野市岡田町30-16　長野県森林組合連合会 内
TEL 026-226-2504　FAX 026-226-2225

林業薬剤に関するお悩みは、林業薬剤に関するお悩みは、
長野県林業薬剤防除協会が解決します！長野県林業薬剤防除協会が解決します！
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本部事務所
（製品）

荻原事務所
（原木）

坂下事務所
（原木）

国有林土場等活用
委託販売市売日

特選材市
 ９ 月19日（土）

開設59周年記念市
10月17日（土）

 ９ 月29日（火）

創立71周年記念市
10月20日（火）

開設28周年記念市
 ９ 月24日（木）

10月 ８ 日（木）
10月22日（木）

10月 ６日（火）

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。

勝 野　智 明理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1 ☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
やぶ原土場：長野県木曽郡木祖村薮原844-1 ☎0264-24-0085㈹　FAX0264-24-0086
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1 ☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com

国産材原木と木材製品の市場国産材原木と木材製品の市場

秋の記念市ご案内

◆原木 開設28周年記念市
《坂下事務所》９月24日（木）
　　　　　　　　　　入札開札１３時 保証金１０万円

◆製品 開設59周年記念市
荷主会結成58周年記念市

《本部事務所》１０月17日（土）
　　　　　　　　　　　入札開札９時 保証金１０万円

◆原木 創立71周年記念市
「第42回 日本美林まつり」

《荻原事務所》１０月20日（火）
　　　　　　　　　　　入札開札９時 保証金１０万円

９月・１０月の市売りのご案内
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７
月
６
日
（
月
）
長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
（
長
野
市
）
で
長
野
県
造
林
協
会
通
常

総
会
及
び
森
林
・
林
業
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

本
協
会
は
79
の
会
員
（
60
市
町
村
、
15

森
林
組
合
、
４
県
域
団
体
）
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
、
再
造
林
の
推
進
や
森
林
資
源
の
有
効

活
用
、
森
林
・
林
業
に
関
す
る
知
見
を
深
め

る
活
動
の
ほ
か
、
森
林
整
備
に
関
す
る
政
策

提
言
を
、
上
部
団
体
で
あ
る
「
日
本
造
林
協

会
」
を
通
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

通
常
総
会
で
は
、
令
和
７
年
度
の
業
務

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
活
動
内
容
と

し
て
は
、
林
業
業
界
の
求
人
サ
イ
ト
「
株

式
会
社
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
」
の
代
表
取
締
役
社

長　

中
村
就
氏
の
講
演
や
長
野
県
林
業
薬
剤

防
除
協
会
主
催
の
病
虫
獣
害
防
除
研
修
会
へ

の
参
加
の
ほ
か
、
自
由
で
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス

な
地
理
情
報
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
群
の
祭
典
で

あ
る
「
Ｆ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
４
Ｇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｕ

２
０
２
５
」
の
後
援
を
行
い
ま
し
た
。

通
常
総
会
後
に
開
催
さ
れ
た
森
林
・
林

業
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
全
国
各
地
で
被
害
が
相

次
ぎ
、
県
内
で
も
発
生
し
て
い
る
「
林
野
火

災
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
立
研
究
開
発
法
人
森

林
研
究
・
整
備
機
構
森
林
総
合
研
究
所
の
森

林
防
災
研
究
領
域
気
象
害
・
防
災
林
研
究
室　

玉
井
幸
治
主
任
研
究
員
を
講
師
に
「
日
本
に

お
け
る
林
野
火
災
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を

行
い
、
会
員
団
体
の
ほ
か
、
県
や
関
係
団
体

か
ら
30
名
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

林
野
火
災
で
起
こ
る
樹
冠
火
や
地
表
火

と
い
っ
た
被
害
拡
大
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い

て
、
岩
手
県
大
船
渡
市
や
大
槌
町
な
ど
全
国

で
過
去
に
発
災
し
た
焼
損
面
積
１
５
０
ha
以

上
の
火
災
事
例
を
使
い
、写
真
や
デ
ー

タ
を
交
え
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
落
ち
葉
な
ど
林
床
可
燃
物

の
含
水
状
態
に
よ
っ
て
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
森
林
か
ど
う
か
が
予
測

で
き
る
こ
と
か
ら
、
過
度
な
間
伐
等

に
よ
り
樹
冠
が
閉
鎖
し
て
お
ら
ず
、

日
照
に
よ
っ
て
林
床
が
乾
燥
し
や
す

い
森
林
は
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
、
火
災
後
に
も
焼
け
残
っ

た
樹
木
の
枯
死
や
伴
う
土
砂
災
害
リ

ス
ク
の
上
昇
な
ど
、
火
災
だ
け
に
留

ま
ら
な
い
影
響
に
つ
い
て
も
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

続
い
て
「
長
野
県
に
お
け
る
林
野

火
災
」
と
し
て
、
上
田
市
武
石
で
の

林
野
火
災
な
ど
近
年
の
県
内
で
の
発

災
状
況
に
つ
い
て
、
長
野
県
林
務
部

森
林
づ
く
り
推
進
課
造
林
緑
化
係　

武
井
量

宏
係
長
か
ら
情
報
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

人
為
的
な
発
災
を
防
ぐ
林
野
火
災
防
止

運
動
を
広
く
訴
え
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
成
熟
し
た
森
林
資
源
を
活
用
し
林
野
火

災
の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
に
は
、
適
切
に

主
伐
・
再
造
林
を
進
め
、
唯
一
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
森
林
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

長
野
県
造
林
協
会　

通
常
総
会

森
林
・
林
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
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安
曇
野
市
も
く
り
ゅ
う
館
に
て
７
月
９

日
〜
10
日
の
２
日
間
の
日
程
で
、「
令
和
８

年
度
森
林
組
合
会
計
実
務
研
修
会
」
を
実
施

し
、
県
内
の
森
林
組
合
職
員
と
行
政
職
員
合

計
23
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

本
研
修
会
で
は
、
森
林
組
合
会
計
の
基

礎
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
実
務
で
行
う
森
林
組

合
簿
記
の
具
体
的
な
仕
訳
方
法
を
習
得
し
、

会
計
処
理
に
必
要
な
知
識
の
研
鑽
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

森
林
組
合
会
計
は
、
森
林
組
合
法
に

よ
り
事
業
部
門
別
に
会
計
を
分
け
る
よ

う
し
が
多
様
で
、
受
託
や
買
取
・
請
負
と

契
約
方
法
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
ほ

か
、
補
助
金
を
活
用
す
る
こ
と
か
ら
勘
定

科
目
や
会
計
処
理
に
独
特
な
も
の
が
あ
り

複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
務
で
は
会
計

シ
ス
テ
ム
が
普
及
し
、
Ａ
Ｉ
活
用
も
試
み

ら
れ
て
い
る
昨
今
で
す
が
、
原
則
的
な

処
理
方
法
に
つ
い
て
学
習
・
理
解
し
て

お
く
こ
と
が
、
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
し

業
務
効
率
化
を
図
る
上
で
も
肝
要
で
す
。

　

ま
た
、
財
務
諸
表
の
読
み
方
や
減
価
償
却

や
引
当
金
の
考
え
方
な
ど
、
そ
の
場
の
起
票

処
理
だ
け
で
は
な
い
要
素
も
あ
り
、
得
ら
れ

た
事
実
か
ら
先
を
読
ん
で
計
画
す
る
こ
と

は
、
健
全
な
経
営
に
も
生
か
さ
れ
ま
す
。

地
域
林
業
の
中
核
を
成
す
森
林
組
合
に

は
、
経
営
を
安
定
さ
せ
つ
つ
組
合
員
を
は
じ

め
森
林
所
有
者
に
最
大
の
還
元
を
目
指
す
中

で
、
適
切
な
会
計
処
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

長
野
県
森
連
は
引
き
続
き
会
員
組
合
へ
の
指

導
・
サ
ポ
ー
ト
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

2026

今年も開催します！今年も開催します！

協同組合を知って触れて楽しめる
農産物直売や体験コーナーなど
約38ブースが出店

令
和
８
年
度
　
森
林
組
合
会
計
実
務
研
修
会
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地拵えや除伐、間伐といった森林整備から素材生産における伐倒や造材と、林業の象徴とも言えるチェーンソー。我が国
では昭和 34年に発生した伊勢湾台風による被害木処理を契機に爆発的に普及し、プロセッサーやハーベスターといった高
性能林業機械が普及した現在でも、場所を選ばない機動性と高い切削能力が重宝され欠かせないものとなっています。
今回は、森林組合の技能職員も日々使用するチェーンソーの安全作業を支える装備に注目してみました。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
⋯
排
気
量
40
〜
50
ｃ
ｃ
ク
ラ
ス

で
、
ガ
イ
ド
バ
ー
長
が
40
〜
45
ｃ
ｍ
の
機
種
が
一
般

的
に
使
わ
れ
ま
す
。
伐
倒
木
の
大
き
さ
や
用
途
に

よ
っ
て
複
数
台
用
意
す
る
こ
と
も
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト

ヘ
ル
メ
ッ
ト
…
飛
来
物
か
ら
顔
を
守
る
フ
ェ
イ
ス

ガ
ー
ド
と
エ
ン
ジ
ン
音
か
ら
耳
を
守
る
イ
ヤ
ー
マ
フ

が
付
き
ま
す
。

振
動
軽
減
手
袋

振
動
軽
減
手
袋
…
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
振
動
か
ら
手
を

守
り
、
白
蝋
病
を
予
防
し
ま
す
。

防
護
ズ
ボ
ン
・
ブ
ー
ツ

防
護
ズ
ボ
ン
・
ブ
ー
ツ
…
ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
は
時
速
70

ｋ
ｍ
以
上
の
高
速
で
回
転
し
て
お
り
、
万
が
一
身
体

に
接
触
す
る
と
深
く
切
創
し
、
重
大
な
災
害
に
至
り

ま
す
。
そ
の
為
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
に
よ
り
、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
や
Ｊ
Ｉ
Ｓ
等
の
規
格
に
適
合
し
た
防
護
衣
の
着

用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
殊
繊
維
が
回
転

す
る
刃
を
止
め
、
切
創
を
防
ぎ
ま
す
。
汚
れ
が
酷
い

も
の
や
裂
け
て
し
ま
っ
た
防
護
衣
は
本
来
の
性
能
を

発
揮
し
な
い
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
交
換
が
必
要
で
す
。

ホ
イ
ッ
ス
ル
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

ホ
イ
ッ
ス
ル
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
…
複
数
の
作
業
者

と
班
を
組
ん
で
伐
倒
や
集
材
作
業
を
す
る
際
に
、
騒

音
の
中
で
も
確
実
に
連
絡
や
合
図
を
取
る
た
め
使
い

ま
す
。

ク
サ
ビ
、
フ
ェ
リ
ン
グ
レ
バ
ー

ク
サ
ビ
、
フ
ェ
リ
ン
グ
レ
バ
ー
…
追
い
口
に
ク
サ
ビ

を
ヨ
キ
や
ハ
ン
マ
ー
で
打
ち
込
み
、
伐
倒
方
向
を
限

定
し
た
り
、
ノ
コ
道
の
確
保
に
使
用
し
ま
す
。
か
か

り
木
処
理
に
は
フ
ェ
リ
ン
グ
レ
バ
ー
や
ロ
ー
プ
を
使

用
し
ま
す
。

プ
ラ
グ
レ
ン
チ
、
目
立
て
ヤ
ス
リ

プ
ラ
グ
レ
ン
チ
、
目
立
て
ヤ
ス
リ
…
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
分
解
清
掃
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
現
場
で
で
き
る
よ

う
工
具
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
作
業
効
率
は
も
ち
ろ

ん
身
体
や
機
械
を
労
る
た
め
に
、
刃
物
は
良
い
切
れ

味
を
維
持
す
る
の
が
鉄
則
！
休
憩
の
度
に
目
立
て
を

行
い
ま
す
。

森林組合って何？どんな仕事をしている
の？組合員って？…etc.
そんな森林組合にまつわる、森林組合しか
知らない世界を紹介するコーナーです♪
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県森連HPでは市売情報を写真付きで随時更新しております！県森連HPでは市売情報を写真付きで随時更新しております！

最新の市況表もご覧いただけますので、納材や入札の検討にご活用ください！最新の市況表もご覧いただけますので、納材や入札の検討にご活用ください！

 「長野の林業」のバックナンバーもこちらから♪ 「長野の林業」のバックナンバーもこちらから♪

連日の真夏日のなか、8月の県内各木材センター市売にご出品いただき誠に感謝申し上げます。

材が傷みやすい時期であることから出材量は少ないながらも、広葉樹良材では応札活発となり、

まずまずの市売結果となりました。製材用丸太については、ヒノキは需要低調であるものの、入荷量

の落ち込みにより価格維持となりました。スギは一定量の需要があり、カラマツは継続的に需要があ

る状況です。中東を巡る情勢の影響により合板向け丸太の需要は

依然先行き不明ですが、現状では安定した需要を維持している状

況です。各木材センターでは、需給に応じた仕分け・椪積みをし

てまいりますので、これから伐採を計画されている方はご相談く

ださい。

引き続き、集荷のご協力をお願いいたします。

【長野県森林組合連合会は合法木材に取り組んでおります】

合法木材供給事業者の登録をお願いするとともに、出荷の際に

は、納品書に合法木材認定番号を記載し、令和７年４月１日施行

の「クリーンウッド」法に伴い、合法的に伐採された木材である

ことの証明する書類（伐採届、森林経営計画認定書 等）の提出を

お願いいたします。

※安全のため荷下ろし・積込の際には車止め、またヘルメットの着用をお

願いします。

長野県森連

長野県の木材市況

経木を使った工作で
出展します！


